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●推薦理由：

地盤の凍結に関係する土石流については事例が不十分であり，そ

のメカニズムや特異性に関して解明し切れていない点が多く研究遂

行の重要度が高いと言える。この問題点に着目し，取組むものとし

て，本技術報告では，２００８年５月に雌阿寒岳（標高１４９９m）の北西

斜面で複数回発生した土石流を対象に実施された調査結果が論じら

れています。総雨量が数年に１回レベルであったにもかかわらず，５０

年に１回規模の土石流が生じたことを報告したうえで，詳細な現地

調査とともにグライダからの目視確認や撮影写真の判読を行って，

土石流，斜面浸食，崩壊の状況とそれらの特徴を詳細に検討してい

ます。また，災害後の検土杖による実測を通じて土層内の凍土上面

の深度を確認し，災害後２年間の地温観測により季節的な凍土環境

を追跡して，土石流発生時の凍土の状態が検討されています。

これらの調査結果を基に，当該土石流の発生は，融雪期末期で土

壌水分が豊富な状態であったこと，地下数十cm以深に凍土が形成

されることにより雨水が地下深部まで浸透せず水が沢付近に集中し

たことが主たる要因であるという重要な結果を導き出しています。

これまで事例が必ずしも十分とは言えない地盤凍結地帯で発生し

た土石流に対し，綿密な現地調査，写真判読を実施するとともに，

各々の現象の詳細な分析，検討を通じた考察により学術的に極めて

有意義な結論が導き出されています。

以上より石丸氏ほかの本学会での研究活動に対する貢献は，２０２３

年度「技術報告賞」の受賞者として相応しいと判断し，ここに表彰

委員会として推薦いたします。
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